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平成29．10．27 ②②いいだ市議会だより　　　第３回定例会のあらまし

平
成
28
年
度
決
算
、
平
成
29
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　

（
第
３
号
）案
な
ど
41
議
案
を
可
決
、
同
意
、
認
定

第3回

定例会

第3回

定例会

　

質
疑
等
の
内
容
は
、
６
ペ
ー
ジ
か
ら
各
常
任
委
員
会

の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

２８

に
つ
い
て
、
本
会
議
で
反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

起
立
採
決
の
結
果
、
各
委
員
長
報
告
の
と
お
り
、
賛

成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第　

号
「
平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳

８８

２８

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」

　
　

年
度
に
積
み
立
て
た
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
飯
田
駅

２８
整
備
基
金
の
財
源
に
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
の
１
億
円

が
充
当
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
リ
ニ
ア
関
連
事
業
の

応
援
と
し
て
の
寄
附
額
は
２
千
６
百
万
円
余
で
あ
り
、

飯
田
市
政
全
般
に
対
し
て
の
寄
附
の
４
割
を
基
金
積
立

金
に
充
て
る
こ
と
に
は
、
疑
問
を
感
じ
る
。

　

ま
た
、
本
基
金
の
総
額
は　

億
円
余
と
な
っ
た
が
、

１７

基
金
の
目
標
額
は
不
明
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
事
業
に
よ
っ

て
、
駅
周
辺
整
備
費
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
運
営
費
も

計
り
知
れ
ず
、
実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率
が

悪
化
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
反
対
。

　

６
件
の
意
見
書
の
提
出
に
係
る
議
会
議
案
を
議
決

し
、
国
会
又
は
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

議
会
議
案
第
４
号　

「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
創
設
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

議
員
発
議
で
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
議
決
し
ま
し

た
。

議
会
議
案
第
５
号　

道
路
整
備
予
算
の
拡
充
及
び
道
路

整
備
事
業
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続

等
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

産
業
建
設
委
員
会
で
の
審
査
に
お
い
て
、
動
議
の
提

出
、
可
決
を
受
け
、
委
員
会
発
議
で
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
議
決
し
ま
し
た
。

議
会
議
案
第
６
号　

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

第
３
回
定
例
会
を
、
９
月
５
日
か
ら
９
月　

日
ま
で

２８

　

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

２４
　

市
長
か
ら
平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

２９

（
第
３
号
）
案
な
ど
、　

件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し

４１

た
。
こ
の
う
ち
５
件
は
報
告
で
、
３
件
の
人
事
案
件
に

つ
い
て
は
、
本
会
議
で
同
意
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の

　

件
の
決
算
認
定
案
件
を
含
む　

件
の
市
長
提
出
議
案

１４

３３

に
つ
い
て
は
、
所
管
の
委
員
会
で
慎
重
な
審
査
の
後
、

本
会
議
に
諮
り
、
決
算
に
つ
い
て
は
認
定
し
、
そ
の
他

の
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
の
ほ
か
に
は
、
意
見
書
提
出
に
係
る

議
会
議
案
６
件
を
上
程
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
４
件
の
審
議
を
行
い
、
委
員
会
審
査
の

と
お
り
採
択
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、　

人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い

１８

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー

ジ
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

報
告
案
件
、
人
事
案
件
以
外
の
市
長
提
出
議
案
は
、

総
務
、
社
会
文
教
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

本
会
議
で
の
討
論

議
案
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

議
会
議
案
の
提
出

反
対
の
討
論

反
対
の
討
論

反
対
の
討
論

意
見
書
の
概
要　
　

市
町
村
が
、
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
担
い
手

の
育
成
等
山
村
対
策
に
主
体
的
に
取
り
組
む
た
め
の
恒
久
的
・
安

定
的
な
財
源
が
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
全
国
森
林

環
境
税
」
の
創
設
を
求
め
る
。

意
見
書
の
概
要　
　

来
年
度
以
降
も
着
実
な
道
路
整
備
を
推
進
す

る
た
め
、
道
路
整
備
予
算
の
拡
充
及
び
道
路
整
備
事
業
に
係
る
補

助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続
等
を
求
め
る
。

意
見
書
の
概
要　
　

国
に
対
し
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。
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平成28年度飯田市各会計の決算を認定

③③ いいだ市議会だより　　　定例会のあらまし　他

人
た
し
意
同

事

）
略
称
敬
（

　

定例会（傍聴席）の様子

○
教
育
委
員
会
の
委
員

　
　

伊
藤　

昇

○
東
野
財
産
区
管
理
委
員

　
　

久
保
田　

芳
輝

○
千
代
財
産
区
管
理
委
員

　
　

嶋
岡　

一
藏

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
総
務
委
員
会
で
審
査
し
、
採

択
し
た
請
願
第
６
号
に
基
づ
き
、
総
務
委
員
会
か
ら
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
全
会
一
致
で
議
決
し
、
国
会
及
び
関

係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

議
会
議
案
第
７
号　

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」
の

堅
持
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

議
会
議
案
第
８
号　

国
の
責
任
に
よ
る　

人
学
級
の
推

35

進
及
び
教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

議
会
議
案
第
９
号　

複
式
学
級
の
編
制
基
準
の
改
善
及

び
教
職
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て

　

以
上
の
３
件
に
つ
い
て
は
、
社
会
文
教
委
員
会
で
審

査
し
、
採
択
し
た
請
願
第
７
号
か
ら
９
号
に
基
づ
き
、

社
会
文
教
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
全
会
一
致

で
議
決
し
、
国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

（単位：千円）

差　　引歳　　出歳　　入会　　　計　　　名

1,062,70444,588,50845,651,212一 般 会 計

773,41710,934,26611,707,683事 業 勘 定
国民健康保険特別会計

24,2004,202直 診 勘 定

17,6971,298,7621,316,459後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

131,20510,726,81210,858,017介 護 保 険 特 別 会 計

51819,24619,764地 方 卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計

16,91766,12583,042駐 車 場 事 業 特 別 会 計

81121,07721,888墓 地 事 業 特 別 会 計

438142,553142,991簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

64,131663,906728,037介護老人保健施設事業特別会計

8,201119,091127,292ケーブルテレビ放送事業特別会計

△1,311,66114,401,15113,089,490

病 院 事 業 会 計 △74,32412,178,46612,104,142収益的収支

△1,237,3372,222,685985,348資本的収支

△401,8302,936,2252,534,395

水 道 事 業 会 計 242,2081,968,7812,210,989収益的収支

△644,038967,444323,406資本的収支

△521,4516,420,1685,898,717

下 水 道 事 業 会 計 668,3754,014,4874,682,862収益的収支

△1,189,8262,405,6811,215,855資本的収支

△1,221,60547,753,58246,531,977　 特 別 会 計 等 の 合 計　

△ 158,90192,342,09092,183,189合　　　　　計

　市の会計には、基本的な行政運営の経費を経理する一般会計と、特定の

行政サービスを提供する経費を経理する特別会計とがあります。特別会計

には国民健康保険、介護保険、下水道、水道、病院など12の会計があります。

　平成28年度の決算において、一般会計と特別会計を合わせた歳入の合

計は、921億8,318万円余、歳出の合計は923億4,209万円余となり、差引き

１億5,890万円余の赤字となりました。



平成29．10．27 いいだ市議会だより　　　第３回定例会　一般質問　ダイジェスト ④

　

一
般
質
問
と
は
、市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
側
に
、事
業
の
執
行
状
況
や
将
来
的

な
方
針
な
ど
を
質
し
、説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。第
３
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の
概
要
を
紹
介
し
ま

す
。（
質
問
順
） 

■
は
、他
の
質
問
項
目

吉
川　

秋
利　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、
「
条
例
で
議
員

の
う
ち
か
ら
監
査
委
員
を
選
任
し
な
い
こ
と

が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
た
。
議
会
か
ら
監
査
委

員
を
選
出
し
な
い
考
え
は
あ
る
か
。

飯
田
市
で
は
、
条
例
で
規
定
す
る
監
査
委
員

の
定
数
は
３
名
で
、
そ
の
う
ち
１
名
が
議
会

選
出
の
委
員
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
自
治
法
の
改

正
後
は
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
つ
い
て
、
各

地
方
自
治
体
で
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
議
員

の
中
か
ら
選
任
し
な
い
と
す
る
に
は
条
例
で
の
規

定
が
必
要
で
、
趣
旨
を
踏
ま
え
な
が
ら
今
後
考
え

て
い
く
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

市
内
全
て
の
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
を
洋
式
化

す
る
の
に
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
を
要
す
る

と
想
定
し
て
い
る
か
。

給
排
水
設
備
の
改
修
と
併
せ
た
大
規
模
改
修

工
事
は
、
授
業
に
支
障
を
与
え
な
い
夏
休
み

期
間
に
し
か
実
施
で
き
な
い
。
ま
た
、
工
事
範
囲

の
限
定
や
財
源
確
保
の
課
題
な
ど
の
事
情
に
よ

り
、
平
成　

年
度
か
ら
緊
急
性
・
必
要
性
が
高
い

２４

箇
所
か
ら
順
次
進
め
て
い
る
も
の
の
、
今
後
も
相

当
な
期
間
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。
現
場
か
ら

の
早
期
洋
式
化
を
望
む
声
は
把
握
し
て
お
り
、
別

の
改
修
方
法
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
社
会
福
祉
施
設
の
防
火
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

飯
田
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
の
次
期
計
画
策
定
に
向
け
た
課
題
と
、

介
護
職
場
の
人
材
確
保
・
育
成
を
ど
う
考
え
る
か
。

次
期
計
画
で
検
討
す
べ
き
課
題
の
一
つ
と
し

て
、
特
養
の
待
機
者
の
問
題
を
ど
う
捉
え
る

か
が
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。
待
機
者
の
解

消
に
向
け
、
介
護
職
場
の
人
材
が
離
職
し
な
い
た

め
の
取
り
組
み
と
、
新
た
な
人
材
確
保
が
重
要
と

捉
え
、
関
係
機
関
等
と
調
整
を
始
め
て
い
る
。
今

後
の
取
り
組
み
方
針
は
、
第
７
期
の
策
定
計
画
の

中
で
位
置
付
け
て
い
く
。

■
「
飯
田
版
！
上
質
な
子
育
て
環
境
」
づ
く
り
に
つ

い
て

あ

自
衛
隊
へ
の
職
場
体
験
は
好
ま
し
く
な
い
と

考
え
る
が
、
今
年
度
実
施
が
あ
っ
た
か
。
ま

た
、
そ
の
体
験
内
容
は
。

今
年
度
の
職
場
体
験
に
は
自
衛
隊
へ
の
体
験

も
含
ま
れ
る
。体
験
内
容
は
、施
設
見
学
の
ほ

か
、体
力
測
定
、個
人
・
団
体
行
動
、ロ
ー
プ
の
結
び

方
な
ど
で
あ
る
。教
育
委
員
会
事
務
局
の
職
員
が

事
前
に
内
容
を
確
認
し
、ま
た
、体
験
す
る
生
徒
に

同
行
し
て
実
施
内
容
を
確
認
し
て
い
る
。職
場
体

験
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、体
験
場
所
の
仕
事
内

容
、体
験
の
意
義
や
ね
ら
い
を
十
分
理
解
し
た
上

で
体
験
先
を
決
定
し
、目
標
を
も
っ
て
臨
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
学
校
へ
指
導
し
て
い
る
。

■
飯
田
市
の
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

新
交
通
網
を
見
据
え
た
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
け
る
取
り
組
み
と
今
後
の
方
向
性
は
。

こ
れ
ま
で
も
農
家
民
泊
に
代
表
さ
れ
る
体
験

型
観
光
や
、
ま
ち
な
か
、
天
龍
峡
、
遠
山
郷

と
い
っ
た
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
振
興
を

図
っ
て
き
た
。
飯
田
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
る
目
指
す
姿
に
向
け
、　

地
区
で
取
り
組
み
が

２０

始
ま
っ
た
「
田
舎
へ
還
ろ
う
戦
略
」
な
ど
と
も
呼

応
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
地
域
へ
の
経
済
効
果

は
も
と
よ
り
、
地
域
の
新
た
な
魅
力
と
誇
り
を
発

見
し
て
い
く
と
共
に
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
の
地
域
づ
く
り
」
に
「
受
け
入
れ
て
よ
し
」
を

加
え
、
新
し
い
観
光
の
あ
り
方
を
追
求
し
て
い
き

た
い
。写

真
や
絵
文
字
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
障
が
い

児
や
外
国
籍
の
子
ど
も
に
も
、
優
し
く
楽
し

く
防
災
に
つ
い
て
学
べ
る
「
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
」
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

障
が
い
の
あ
る
方
が
災
害
に
遭
遇
し
た
場

合
、
ま
ず
は
自
分
の
力
で
身
を
守
り
、
そ
の

後
ど
う
行
動
す
る
べ
き
か
を
事
前
に
理
解
し
て
い

る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
施
設
等
で
は
、
日
頃
か

建
設
事
業
者
の
減
少
が
も
た
ら
す
懸
念
は
何

か
。
ま
た
、
建
設
事
業
者
の
経
営
実
態
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

土
木
関
係
の
業
種
で
は
事
業
者
数
は
減
少
し

て
お
り
、地
域
社
会
の
維
持
に
不
可
欠
な
災

害
対
応
、除
雪
、維
持
補
修
な
ど
が
持
続
で
き
る
よ

う
、地
域
を
熟
知
し
た
地
元
建
設
事
業
者
の
存
続

と
担
い
手
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。関
係
す
る
部

署
や
機
関
と
連
携
し
て
建
設
事
業
者
の
経
営
実
態

の
把
握
に
努
め
、建
設
業
の
実
態
や
、建
設
に
関
す

る
予
算
の
配
分
等
も
十
分
考
え
な
が
ら
総
合
的
に

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
政
策
決
定
に
関
わ
る
庁
議
の
議
事
録
公
開
に
関

し
て

シ
ー
ド
ル
振
興
を
起
点
と
し
て
様
々
な
効
果

が
期
待
で
き
る
が
、
シ
ー
ド
ル
特
区
の
認
定

を
受
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

構
造
改
革
特
区
制
度
に
よ
り
、
果
実
酒
に
つ

い
て
は
特
区
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
製
造

免
許
の
取
得
に
必
要
な
最
低
製
造
量
基
準
が
緩
和

さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
生
産
者
は
、
状
況
に
応
じ

て
製
造
量
を
増
や
し
な
が
ら
販
路
を
開
拓
し
、
経

営
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
市
と

し
て
は
果
実
酒
特
区
の
認
定
を
受
け
る
よ
う
、
今

年
度
の
申
請
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。

■
リ
ニ
ア
時
代
に
向
け
た
地
域
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ぶ
自
治
体
と

は
、
平
常
時
の
顔
が
見
え
る
関
係
が
大
切
だ

と
考
え
る
。
自
治
体
の
防
災
担
当
者
間
の
み
な
ら

ず
、
市
民
同
士
へ
の
交
流
へ
発
展
さ
せ
る
考
え
は

あ
る
か
。

協
定
先
の
自
治
体
や
企
業
と
は
、
平
常
時
に

担
当
者
同
士
の
情
報
交
換
の
機
会
等
を
設
け

て
顔
が
見
え
る
関
係
の
維
持
に
配
慮
し
て
い
る
。

市
民
間
で
も
そ
の
よ
う
な
体
制
を
構
築
し
て
お
く

こ
と
は
好
ま
し
い
と
思
う
。
過
去
に
は
渋
谷
区
や

都
内
自
治
体
で
住
民
同
士
の
交
流
が
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
交
流
で
き
れ

ば
と
考
え
る
。

■
（
仮
称
）
天
龍
峡
大
橋
に
関
し
て

議
会
選
出
の
監
査
委
員
を
廃
止
す
る
考
え
は

小
中
学
校
ト
イ
レ
の
早
期
洋
式
化
に
向
け
た
対
応
は

竹
村　

圭
史　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

原　

和
世　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

建
設
事
業
者
の
経
営
実
態
把
握
は

岡
田　

倫
英　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

シ
ー
ド
ル
特
区
（
果
実
酒
特
区
）
の
認
定
を
受
け

る
考
え
は

災
害
時
に
お
け
る
受
援
体
制
、
支
援
体
制
は

木
下　

德
康　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

の
進
捗
状
況
と
方
向
性
は

福
澤　

克
憲　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

飯
田
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
の
方
向
性
は

湊　

猛　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

防
災
の
視
点
か
ら
、
障
が
い
児
や
外
国
籍
の

子
ど
も
達
へ
の
配
慮
は

小
林　

真
一　
議
員
（
公
明
党
）

市
政
を
問
う
！

市
政
を
問
う
！

市
政
を
問
う
！

市
政
を
問
う
！

市
政
を
問
う
！

古
川　

仁　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

中
学
校
の
職
場
体
験
の
実
施
状
況
は



NO. 206⑤ いいだ市議会だより　　　第３回定例会　一般質問　ダイジェスト

「
駅
周
辺
整
備
」
と
「
戦
略
的
地
域
づ
く
り
」

の
関
係
が
判
然
と
し
な
い
が
、
具
体
的
に
ど

う
結
び
付
け
て
い
く
か
。

現
在
、
基
本
計
画
の
段
階
ま
で
き
て
お
り
、

基
本
設
計
に
お
い
て
更
に
両
者
の
結
び
つ
き

の
詳
細
を
考
え
て
い
く
。
右
肩
下
が
り
の
時
代
に

お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方
と
し
て
、「
拠
点

集
約
連
携
型
都
市
構
造
」
こ
そ
、
必
要
な
姿
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
リ
ニ
ア
駅
周
辺
は
、
広

域
交
通
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
、
他
の
拠
点
と
の

ア
ク
セ
ス
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
こ
と
が
肝
要
と

考
え
る
。

■
市
長
の
考
え
る
、
地
域
自
治
組
織
・
地
域
運
営

組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て

代
替
地
が
提
供
可
能
な
時
期
は
い
つ
か
。
ま

た
、
リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
伴
う
買
収
時
期
に

間
に
合
う
か
。

用
地
の
具
体
的
な
交
渉
や
相
談
は
、
平
成

　

、　

年
度
に
実
施
す
る
物
件
調
査
後
、
土

２９

３０

地
評
価
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
始
ま
る
の
で
、
平
成

　

年
度
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
段
階
ま
で
に
は
代

３１替
地
の
公
表
を
判
断
し
、
ま
た
、
代
替
地
整
備
区

域
の
街
区
計
画
に
つ
い
て
も
一
定
の
方
向
を
示
せ

る
よ
う
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

■
学
童
保
育
の
抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い
て

■
全
国
的
に
注
目
を
集
め
る
自
然
保
育
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
の
振
興
と
、
天
龍
峡
の
観
光
振

興
の
拠
点
と
な
る
「
道
の
駅
」
を
整
備
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
対
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
各
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
し
、

磨
き
を
か
け
て
き
た
。
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
て

外
貨
を
獲
得
し
、
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
直
売
所
の
設
置
は
、
ま
ず
は
中
山
間
地
域
の

皆
さ
ん
の
内
か
ら
湧
き
出
る
気
持
ち
が
大
切
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
形
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
、
行
政
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

■
中
山
間
地
域
の
現
状
に
つ
い
て

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
策
を

市
が
中
心
に
な
っ
て
国
・
県
等
と
連
携
し
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い

か
。

８
月　

日
付
け
で
設
置
し
た
、
飯
田
市
新
事

３０

業
創
出
支
援
協
議
会
「
Ｉ

−

Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
」
は
、

既
存
の
企
業
が
新
し
い
事
業
を
起
こ
す
場
合
も
対

象
に
な
る
。
事
業
継
承
、
新
規
事
業
、
販
路
開
拓

な
ど
、
事
業
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
関
係
す
る
機
関

が
連
携
す
る
こ
と
を
出
発
点
に
し
た
い
。「
Ｉ

−

Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
」
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
を
実
際
に
見

て
、
や
り
や
す
さ
の
仕
組
み
作
り
を
現
場
か
ら
立

ち
上
げ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
地
名
の

発
信
は
重
要
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
や
五
感
、

浸
透
度
を
鑑
み
、
「
南
信
州
」
で
は
な
く
「
信
州

い
い
だ
」
と
し
て
発
信
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

地
域
イ
メ
ー
ジ
の
浸
透
を
図
る
名
称
・
呼
称

に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と
共
有
し
な
が
ら

決
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。「
南
信
州
」と

い
う
名
称
は
、
こ
れ
ま
で
相
当
の
期
間
、
様
々
な

機
関
で
議
論
さ
れ
、
ま
た
使
用
さ
れ
て
き
た
。
時

間
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
地
域
を
表
す
言

葉
・
名
称
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
の

積
み
重
ね
や
熱
意
を
大
切
に
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

飯
田
古
墳
群
の
活
用
と
、
更
な
る
整
備
が
必

要
と
考
え
る
。
各
地
区
へ
の
支
援
は
。

国
史
跡
と
な
っ
た
飯
田
古
墳
群
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
内
外
の
方
が
訪
れ
る
場
に
な

る
と
想
定
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
環
境
整
備
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の
古
墳

群
の
管
理
、
保
存
、
活
用
に
は
、
地
域
と
行
政
が

協
働
・
連
携
し
た
取
り
組
み
が
よ
り
一
層
必
要
と

な
る
。　

基
あ
る
古
墳
は
、
立
地
や
所
有
形
態
が

１３

異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
「
飯
田
古
墳
群
を
語
る
会
」
に
お
い

て
協
議
し
、
保
存
活
用
計
画
の
中
で
将
来
的
な
方

向
を
ま
と
め
て
い
く
。

録
音
図
書
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
制
作
し
て
い

る
団
体
の
機
器
購
入
や
講
習
会
参
加
な
ど
に

対
し
、
支
援
は
で
き
な
い
か
。

声
の
本
の
制
作
は
非
常
に
重
要
な
活
動
と
捉

え
て
い
る
。
制
作
過
程
で
は
、
時
間
が
か
か

る
吹
き
込
み
や
、
数
回
に
わ
た
る
校
正
・
編
集
を

経
て
、
大
変
な
ご
苦
労
に
よ
り
作
成
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
図
書
館
と
し
て
も

他
市
と
比
べ
、
ご
み
袋
の
料
金
が
高
い
と
い

わ
れ
る
。
ご
み
削
減
を
図
り
な
が
ら
、
ご
み

袋
の
料
金
を
下
げ
ら
れ
な
い
か
。

飯
田
市
の
ご
み
処
理
手
数
料
は
、
ご
み
処
理

施
設
の
運
営
経
費
や
処
理
量
、
排
出
者
と
市

の
負
担
割
合
な
ど
か
ら
決
め
ら
れ
て
い
る
。
一
人

当
た
り
の
排
出
量
は
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
っ
て
き

て
お
り
、
ご
み
処
理
有
料
化
に
よ
る
削
減
効
果
は

確
実
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
ご
み
袋
が
新
し
く
な

り
、
燃
や
す
ご
み
に
つ
い
て
は
入
る
量
が
増
え
た

一
方
で
、
手
数
料
は
据
え
置
き
、
実
質
値
下
げ
と

な
っ
て
い
る
。
市
民
の
皆
様
の
ご
み
削
減
努
力
に

応
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

■
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て

教
育
環
境
に
お
い
て
、
社
会
激
変
と
少
子
化

に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
。

子
ど
も
達
が
変
化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
抜

く
力
を
つ
け
る
た
め
、
多
文
化
共
生
社
会
を

目
指
し
た
教
育
の
推
進
や
外
国
語
教
育
の
充
実
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
少

子
化
に
対
し
て
は
、
子
ど
も
達
が
、
将
来
飯
田
に

住
み
た
い
と
思
え
る
教
育
が
対
策
に
な
る
と
考
え

る
。
具
体
的
に
は
、
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た

地
域
人
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
産
業
振
興
と
人
材
育
成
の
拠
点
整
備
に
つ
い
て

■
農
業
・
農
地
等
に
つ
い
て　

ほ
か

リ
ニ
ア
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
戦
略
は

井
坪　

隆　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
伴
う
代
替
地
確
保
の
進
捗
状
況
は

湯
澤　

啓
次　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

道
の
駅
整
備
の
考
え
は

清
水　

優
一
郎　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
支
援
策
を
利
用

す
る
場
合
の
手
続
き
は

永
井　

一
英　
議
員
（
公
明
党
）

当
地
域
の
発
信
に
「
信
州
ブ
ラ
ン
ド
」
を
最
大
限

に
活
か
す
べ
き
で
は

山
崎　

昌
伸　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

古
墳
文
化
保
存
継
承
活
動
へ
の
協
働
体
制
は

塚
平　

一
成　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

読
書
を
支
え
る
市
民
活
動
へ
の
支
援
は

木
下　

容
子　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

ご
み
袋
の
料
金
が
高
い
が
、
ご
み
の
減
量
化
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
の
で
は

後
藤　

荘
一　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

学
校
教
育
環
境
に
お
け
る
「
学
び
の
改
革
」
の

必
要
性
は新

井　

信
一
郎　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

ら
分
か
り
や
す
い
絵
の
表
示
や
、
声
掛
け
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
の
普
及
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
啓
発
活
動
の
中
で
研
究
し
、
参

考
に
す
る
。

■
飯
田
市
に
お
け
る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
方
策
に

つ
い
て

研
修
の
た
め
の
講
師
に
係
る
経
費
や
、
研
修
参
加

の
交
通
手
段
確
保
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
録

音
機
器
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
団
体
の
み
な
さ
ん

か
ら
詳
し
い
状
況
を
お
聞
き
し
、
ど
の
よ
う
な
対

応
が
可
能
か
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
く
。

■
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
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下
伊
那
北
部
火
葬
場
が
運
営
を
始
め
た
が
、

飯
田
市
斎
苑
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

下
伊
那
北
部
火
葬
場
が
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
飯
田
市
斎
苑
の
利
用
件
数
は
減
少
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
内
在
住
者
が
市
外
の
火
葬
場
を

利
用
す
る
件
数
も
減
っ
て
お
り
、
全
体
的
に
利
用

件
数
は
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
暦
の
関
係

で
、
飯
田
市
外
の
火
葬
場
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
も
あ
る
。

和
解
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て

いいだ市議会だより　　　委員会での審査　総務委員会

９
月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

１５

委
員
会
で
の
審
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

総

務

委

員

会

総

務

委

員

会

議
案
第　

号
７１

⑥

案
件
の
概
要

国
の
法
改
正
に
よ
り
、課
税
免
除
の
対
象
と
な
る
業

種
の
範
囲
を
広
く
す
る
た
め
に
条
例
改
正
す
る
。

議
案
第　

号
７２

現
在
市
内
に
は
、
企
業
の
工
場
や
店
舗
が
あ

る
が
、
こ
の
改
正
で
は
、
そ
れ
を
増
や
す
場

合
も
対
象
と
な
る
か
。
対
象
と
な
る
企
業
の
規
模

は
ど
の
程
度
の
も
の
か
。

製
造
業
だ
け
で
は
な
く
、
商
業
施
設
、
観
光

施
設
も
対
象
と
な
る
。
国
と
県
が
「
地
域
経

済
を
け
ん
引
し
て
い
る
」
と
認
め
た
事
業
を
行
っ

て
い
る
中
小
企
業
が
対
象
と
な
る
。

今
後
、
市
と
し
て
基
準
を
つ
く
る
考
え
は

飯
田
市
企
業
立
地
の
促
進
に
係
る
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
に
関
し
て
、裁
判
上
の
和

解
を
す
る
た
め
に
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

課
税
免
除
と
な
る
企
業
の
規
模
は

平
成　

年
度
飯
田
市
墓
地
事
業
特
別
会
計
歳

28

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第　

号
９４

永
代
使
用
料
の
還
付
理
由
は

合
葬
式
墳
墓
地
の
納
骨
規
模
は

　

年
度
に
は
墓
地
管
理
の
永
代
使
用
料
の
還

２８付
が
あ
っ
た
が
、
毎
年
発
生
す
る
こ
と
か
。

ま
た
、
合
葬
式
墳
墓
は
７
年
経
過
し
、
合
葬
を
希

望
す
る
市
民
が
増
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
合
葬
式

墳
墓
地
の
納
骨
規
模
は
ど
の
く
ら
い
か
。

永
代
使
用
料
の
還
付
は
毎
年
発
生
す
る
。一

例
を
挙
げ
れ
ば
、転
居
す
る
市
民
か
ら「
お
骨

も
一
緒
に
移
し
た
い
」と
い
う
場
合
で
あ
る
。

　

合
葬
式
墳
墓
は
、一
つ
の
納
骨
ス
ペ
ー
ス
に
共
同
で

埋
葬
し
て
お
り
、芳
名
欄
に
納
骨
者
の
記
載
が
で
き
な

く
な
っ
た
た
め
、新
た
な
芳
名
立
て
を
整
備
し
た
。今

回
整
備
し
た
芳
名
立
て
に
記
載
が
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
に
は
、次
の
合
葬
式
墳
墓
が
必
要
と
考
え
る
。

当
市
に
は
、
５
年
よ
り
前
の
税
の
還
付
を
行

う
基
準
が
な
い
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、
他
の

市
の
状
況
は
ど
う
か
。
今
後
、
飯
田
市
と
し
て
基
準

を
つ
く
る
考
え
は
あ
る
か
。
同
じ
事
案
が
発
生
し

た
場
合
は
、
今
回
と
同
じ
状
況
と
な
る
の
か
。

地
方
税
法
が
定
め
る
５
年
を
超
え
て
還
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
要
綱
を
独
自
に
定
め
て
い

る
市
も
あ
る
。全
国
で
は
、ど
の
く
ら
い
の
市
が
要

綱
な
ど
を
定
め
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。当
市

は
、地
方
税
法
を
尊
重
し
、新
た
に
要
綱
な
ど
を
定

め
る
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。今
後
、同
じ
よ
う
な

事
案
が
発
生
し
た
場
合
は
、そ
の
都
度
対
応
す
る
。

平
成　

年
度　

飯
田
市
一
般
会
計
補
正

２９

予
算
（
第
３
号
）
案

議
案
第　

号
８２

市
有
財
産
撤
去
工
事
（
伐
採
工
事
）
は

地
元
の
自
治
会
か
ら
の
要
望
か

市
有
財
産
撤
去
工
事
費
に
つ
い
て
、
こ
の
伐

採
工
事
は
地
元
の
自
治
会
か
ら
要
望
さ
れ
た

工
事
か
。

市
有
財
産
に
隣
接
す
る
住
民
か
ら
の
要
望
と
と

も
に
、地
域
へ
も
確
認
を
行
っ
た
結
果
、伐
採
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

28

算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第　

号
８８

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
費
に
つ
い
て

飯
田
の
魅
力
情
報
パ
ン
フ『
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク

へ
ぇ
ー
図
鑑
』
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の

か
。　

年
度
に
５
千
部
作
成
し
、　

年
度
に
第
二

２７

２８

版
と
し
て
７
千
部
作
成
し
た
。
飯
田
市
を
よ

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
で
飯
田
を
訪
れ
た
人
、
移

住
定
住
の
相
談
会
に
参
加
し
て
く
れ
た
人
等
に
配

布
し
た
り
、
地
元
の
子
供
た
ち
に
配
布
し
た
。

自
衛
官
募
集
事
務
の
費
用
の
財
源
は

自
衛
官
募
集
事
務
費
の
費
用
の
財
源
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

費
用
は
全
額
、
国
か
ら
の
収
入
で
あ
る
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
事
業
費
に
つ
い
て

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
シ
ス
テ
ム
導
入

に
あ
た
り
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
か
な
り

厳
し
く
な
っ
た
が
、
国
費
の
財
源
充
当
だ
け
で
賄

え
た
の
か
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
事
業
は
国
が
定
め
る
基

準
を
各
自
治
体
が
実
施
す
る
と
い
う
仕
組
み

で
あ
る
が
、
対
策
レ
ベ
ル
は
全
国
一
律
で
は
な

い
。
飯
田
市
は
か
な
り
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
行
っ
た
た
め
、
国
か
ら
の
補
助
以
外
に
一
般

財
源
も
必
要
と
し
た
。

リ
ニ
ア
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
費
に
つ
い
て

『
交
流
居
住
支
援
の
取
り
組
み
と
訪
日
外
国

人
受
け
入
れ
に
伴
う
調
査
実
施
』
は
新
規
事

業
で
あ
り
、
効
果
が
あ
っ
た
と
の
説
明
を
受
け

た
。
今
後
こ
の
事
業
を
継
続
す
る
の
か
。

交
流
居
住
支
援
の
取
り
組
み
は
、　

年
度
の

28

取
り
組
み
で
可
能
性
が
見
え
て
い
る
た
め　
29

年
度
以
降
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

外
国
人
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
農
家
民
泊
受
入
れ

は
、
産
業
経
済
部
や
南
信
州
観
光
公
社
と
連
携

し
、
な
る
べ
く
多
く
受
け
入
れ
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
。

火
葬
業
務
委
託
事
業
費
に
つ
い
て

請
願
審
査
の
結
果

請
願
第
２
号

★
請
願
者　

飯
田
市
職
員
労
働
組
合

　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

小
林　

晋
氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果　

「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
自
治
体
の
事
務
事
業
の
多
く
は
国
の
法
令
に
従

い
行
わ
れ
て
い
る
。
国
は
、
自
治
体
が
そ
の
事
業

を
行
え
る
よ
う
に
、
そ
の
財
源
を
確
保
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
地
方
が
真
に
自
立
す
る
た
め
に
は
、

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
は
不
可
欠
で
あ
る
。
主

旨
が
適
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
択
。



NO. 206いいだ市議会だより　　　委員会での審査　社会文教委員会⑦

９
月　

日
及
び　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

１９

２２

委
員
会
で
の
審
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

飯
田
市
総
合
運
動
場
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
、
開
場
時

間
を
午
前
８
時
に
繰
り
上
げ
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
利
用
者
か
ら
申
請
を
受
け
る
段
階

で
、
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
な
ど
、
必
要

に
応
じ
て
特
別
開
場
制
度
で
対
応
し
て
お
り
、
午

前
７
時　

分
に
開
場
を
す
る
場
合
も
あ
る
。

30
市
民
ニ
ー
ズ
を
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る

か
。

今
ま
で
、
利
用
時
間
の
拡
大
な
ど
に
つ
い

て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
や
飯
田
市
体
育

協
会
か
ら
要
望
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

議
案
第　

号
７５

議
案
第　

号
８８

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
か

案
件
の
概
要

飯
田
市
総
合
運
動
場
、
飯
田
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
及
び
飯
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
う
条
例
の

制
定
と
改
正
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
、重
要
な
テ
ー
マ

に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、今
後
の
考
え
方
は
。

事
業
者
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
対
す
る

理
解
を
推
進
す
る
こ
と
は
、重
要
で
あ
り
、男
女

医
師
不
足
の
現
状
や
今
後
の
見
通
し
は
。

全
国
的
な
医
師
不
足
の
中
に
お
い
て
、
当
院

は
確
保
す
る
た
め
の
努
力
を
し
て
い
る
状
況

で
は
あ
る
も
の
の
、
分
娩
や
救
急
な
ど
に
関
し
て

は
、
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
引
き
続
き
確
保
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

赤
字
決
算
に
な
っ
た
原
因
が
人
件
費
の
増
加

と
の
こ
と
だ
が
、
医
師
や
看
護
師
の
確
保
の

た
め
、
さ
ら
に
人
件
費
が
必
要
に
な
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

人
件
費
や
医
師
を
減
ら
す
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
信
頼
さ
れ
る
医
療
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
入
院
患
者
を
増
や
す
と
と
も
に
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
に
も
取
り
組
む
な
ど
収
入
確
保
に
努

め
た
い
。
さ
ら
に
経
費
削
減
に
も
努
め
、
持
続
可

能
な
病
院
経
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■
議
案
第　

号
ほ
か
２
件
の
議
案
は
、
隣
接
す
る

７５

３
施
設
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
も
の
で

あ
り
、
相
互
に
関
連
が
あ
る
た
め
、
一
括
議
題
と

し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

飯
田
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第　

号
７６

飯
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第　

号
７７

自
由
討
議
の
実
施

■
こ
の
件
に
関
し
、
委
員
会
と
し
て
議
論
を
深
め

る
た
め
に
、
議
員
間
の
自
由
討
議
を
行
い
ま
し

た
。

★
論
点

①
総
合
運
動
場
の
開
場
時
間
を
ど
う
考
え
る
か
。

②
総
合
運
動
場
及
び
隣
接
す
る
２
つ
の
施
設
、
さ

ら
に
は
市
内
の
体
育
施
設
等
の
開
場
時
間
も
、
現

行
で
は
午
前
８
時　

分
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

30

総
合
運
動
場
の
開
場
時
間
だ
け
の
話
に
と
ど
ま
ら

な
い
た
め
、
ど
う
考
え
る
か
。

★
自
由
討
議
で
の
主
な
発
言

○
指
定
管
理
者
に
変
わ
る
時
な
の
で
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
る
。

○
地
元
の
議
員
も
、
総
合
運
動
場
の
開
場
時
間
に

つ
い
て
、
市
民
要
望
を
聞
い
て
い
な
い
。

○
市
民
の
声
を
大
切
に
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
や
飯
田
市
体
育
協
会
と
の
関

係
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
方
の
声
も
大
切
に
す
べ

き
と
考
え
る
。

○
市
民
の
ニ
ー
ズ
と
コ
ス
ト
に
関
し
て
、
委
員
会

と
し
て
ま
だ
把
握
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

○
現
時
点
で
は
、
時
期
尚
早
と
思
う
。
現
段
階

で
、
条
例
を
修
正
す
る
緊
急
性
が
あ
る
か
は
、
疑

問
で
あ
る
。

■
質
疑
の
後
、
反
対
の
立
場
で
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

★
反
対
討
論

　

少
な
か
ら
ず
、
市
民
の
意
見
も
あ
る
の
で
、
こ

の
施
設
の
開
場
を
８
時　

分
と
す
る
こ
と
は
、
い

30

か
が
な
も
の
か
と
考
え
る
。

■
挙
手
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

請
願
審
査
の
結
果

請
願
第
３
号

★
請
願
者　

飯
田
市
学
校
教
職
員
組
合

　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

板
倉　

新
一
氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果　

「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
請
願
の
趣
旨

　

国
に
対
し
、「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」
の

堅
持
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

請
願
第
４
号

★
請
願
者　

飯
田
市
学
校
教
職
員
組
合

　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

板
倉　

新
一
氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果　

「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
請
願
の
趣
旨

　

国
に
対
し
、国
の
責
任
に
よ
る　

人
学
級
推
進
と
教

35

育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

請
願
第
５
号

★
請
願
者　

飯
田
市
学
校
教
職
員
組
合

　
　
　
　

執
行
委
員
長　

板
倉　

新
一
氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果　

「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
請
願
の
趣
旨

　

国
に
対
し
、
複
式
学
級
の
編
制
基
準
の
改
善
及

び
教
職
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い

た
い
。

病
院
経
営
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は

平
成　

年
度
飯
田
市
病
院
事
業
決
算
認
定
に

28

つ
い
て

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

28

算
認
定
に
つ
い
て

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
状
況
は

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
促
進
事
業
に
関
し
て
、導
入

し
た
施
設
の
実
態
と
今
後
の
市
の
考
え
方
は
。

施
設
内
の
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
ア
シ
ス
ト
機

能
付
き
の
歩
行
器
等
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

介
護
者
の
負
担
軽
減
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
導
入
実
績
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
市
単

独
の
補
助
は
検
討
し
て
い
な
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
機
器
の
整
備
目
標
は

情
報
通
信
技
術
活
用
教
育
推
進
事
業
に
関

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
機
器
と
し
て
何
を
ど
の

程
度
整
備
し
て
い
く
の
か
。

　

年
度
ま
で
の
目
標
と
し
て
、小
学
校
中
学

３０年
以
上
の
各
ク
ラ
ス
に
は
電
子
黒
板
を
設
置

し
、そ
れ
と
連
動
し
て
使
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
置

し
た
い
。タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、　

年
度
ま
で
に
は
、最

３２

低
で
も
４
人
で
１
台
を
使
え
る
よ
う
な
環
境
整
備

を
目
指
し
て
い
る
。

共
同
参
画
課
等
と
も
一
緒
に
な
っ
て
、よ
り
効
果
的
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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９
月　

日
及
び　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

２０

２５

委
員
会
で
の
審
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

議
案
第　

号
９９

近
年
水
道
使
用
料
の
改
定
も
行
わ
れ
て
い
な

い
が
、
損
益
計
算
書
等
か
ら
も
、
比
較
的
安

定
し
た
経
営
状
況
が
み
て
取
れ
る
。
簡
易
水
道
事

業
も
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
、　

年
度
か
ら

２９

は
会
計
統
合
を
し
た
が
、
水
道
料
金
や
、
将
来
の

経
営
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

水
道
事
業
は
、
現
在
安
定
し
た
経
営
が
で
き

て
い
る
が
、
簡
易
水
道
事
業
を
会
計
統
合
し

た
こ
と
か
ら
も
、
今
後
も
ま
す
ま
す
経
営
に
留
意

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
平
成　
２８

年
度
に
、　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で　

年
間
の
水

２９

３８

１０

道
事
業
経
営
戦
略
を
策
定
し
た
が
、
現
在
の
試
算

で
は　

年
度
に
赤
字
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
今

３５

後
は
３
年
ご
と
の
経
営
戦
略
の
見
直
し
と
公
表
を

予
定
し
て
い
る
が
、
あ
わ
せ
て
、
水
道
料
金
の
検

証
な
ど
実
施
し
、
引
き
続
き
安
定
経
営
を
図
る
。

結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室

（
人
材
誘
導
事
業
）
の
実
績
は

結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室
に
お
け

る
、
相
談
内
容
と
実
績
は
。

昨
年
度
の
相
談
件
数
は
１
２
０
件
余
り
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
Ｕ
タ
ー
ン
で
は
約　

人
が
、

30

Ｉ
タ
ー
ン
で
は
約　

人
が
当
市
に
移
住
し
た
。
相

20

談
の
主
な
内
容
は
、
働
き
場
所
、
住
む
場
所
の
２

点
で
あ
り
、
１
回
の
相
談
で
は
完
結
で
き
な
い
た

め
、
相
談
内
容
等
が
解
決
す
る
ま
で
伴
走
型
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
都
会

の
若
年
層
を
中
心
に
、
地
方
に
お
け
る
働
き
場
所

や
、
住
む
場
所
を
求
め
る
回
帰
志
向
が
強
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
を
取
り
込
み
な
が

ら
、
相
談
の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

平
成　

年
度
飯
田
市
水
道
事
業
決
算
認
定
に

28

つ
い
て

将
来
の
経
営
の
見
込
み
は
ど
う
か

議
案
第　

号
８８

技
能
技
術
労
働
者
の
確
保
・
育
成
の
点
か
ら
、技

能
労
働
団
体
等
と
連
携
し
た
組
織
の
立
ち
上
げ

準
備
会
を
開
催
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、現
状
は
。

準
備
会
は
２
回
開
催
し
、「
高
齢
化
」、「
後
継

者
不
足
」、「
賃
金
が
安
い
」
な
ど
の
理
由
か

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

28

算
認
定
に
つ
い
て

技
能
労
働
団
体
等
と
連
携
し
た
組
織

の
立
ち
上
げ
の
現
状
は

ら
、
技
術
の
継
承
が
で
き
な
い
と
の
課
題
が
共
有

さ
れ
た
。
課
題
解
決
に
向
け
、
作
業
部
会
を
立
ち

上
げ
、
ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

農
産
物
新
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
の
進
捗
状
況
は

事
業
内
容
に
、ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
・
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
と
の
連
携
が
あ
る
が
、事
業
の
進
捗
状
況
は
。

こ
の
地
域
の
農
産
物
を
海
外
で
展
開
す
る
た
め

に
は
、あ
わ
せ
て
、海
外
か
ら
こ
の
地
域
を
訪
れ

て
い
た
だ
く
取
り
組
み
と
の
連
携
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。昨
年
度
は
ア
ジ
ア
で
の
市
場
調
査
を
行
っ

た
段
階
で
あ
り
、観
光
分
野
と
の
連
携
し
た
協
議
に

は
至
っ
て
い
な
い
。ま
ず
は
、農
産
物
の
販
売
先
を
海

外
へ
展
開
す
る
可
能
性
の
検
証
を
行
う
。様
々
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
す
る
中
で
、ど
の
よ
う
に
海

外
誘
客
に
結
び
付
け
て
い
く
か
は
、こ
れ
か
ら
の
取

竜
西
地
区
の
農
作
物
被
害
対
策
は

竜
西
地
区
で
は
サ
ル
に
よ
る
農
業
被
害
が
増
加

し
て
い
る
が
、今
後
の
対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

現
在
は
、
説
明
で
き
る
計
画
等
は
整
っ
て
い

な
い
。
費
用
的
な
面
か
ら
も
、
全
面
的
な
対

策
整
備
に
は
時
間
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。
信

州
大
学
の
協
力
を
い
た
だ
く
な
か
で
、
サ
ル
の
行

動
調
査
等
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見

な
ど
も
参
考
に
、
地
域
か
ら
の
要
望
に
あ
わ
せ
、

侵
入
防
止
柵
の
設
置
や
、
捕
獲
檻
の
設
置
な
ど
の

対
策
を
組
み
合
わ
せ
、
被
害
減
少
に
努
め
た
い
。

ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
南
信
州

ス
テ
ー
ジ
の
評
価
は

こ
の
事
業
は
、
第
５
次
基
本
構
想
後
期
計
画

の
施
策
に
お
い
て
、
「
新
し
い
力
に
よ
る
新

し
い
産
業
づ
く
り
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
の
視
点
か
ら
の
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
南

信
州
ス
テ
ー
ジ
の
評
価
は
。

ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
国
際
大
会
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
世
界
へ
向
け
て
の
発
信
、
ま
た
、
企
業
誘

致
な
ど
に
際
し
、
国
際
大
会
を
開
催
で
き
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
た
市
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
で
き

る
点
な
ど
か
ら
、
施
策
へ
は
間
接
的
で
は
あ
る
が

支
援
、
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

一
方
で
、
地
元
観
光
事
業
者
を
元
気
づ
け
る
と

組
み
の
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
同
様
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た

が
、
な
か
な
か
成
果
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

こ
と
か
ら
も
、
行
政
に
は
、
こ
の
点
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
蓄
積
が
少
な
い
と
思
う
。
事
業
推
進
に
関
し
て

は
、
民
間
事
業
者
の
役
割
と
、
行
政
の
役
割
や
関

わ
り
方
を
明
確
に
し
た
う
え
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

こ
の
事
業
は
、
農
協
と
も
連
携
し
実
施
し
て

い
る
。
流
通
等
に
関
し
て
は
農
協
や
経
済

団
体
等
の
専
門
家
に
任
せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら

事
業
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

飯
田
の
木
で
家
を
建
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
の
今
後
は

こ
の
事
業
は
、
飯
田
市
産
材
の
Ｐ
Ｒ
と
、
利

用
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
森
林
整
備
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
事
業
推
進
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
目
的
や
目
標
の
規
模
を
ど
こ
に
想

定
し
て
い
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
費
用
対
効
果

の
面
も
含
め
、
ど
う
考
え
る
か
。

理
想
と
し
て
は
、
市
内
で
建
築
さ
れ
る
家
が

す
べ
て
飯
田
市
産
材
で
賄
わ
れ
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
が
、
現
実
に
は
難
し
い
。
指
摘
の
点

は
、
市
と
し
て
も
検
討
を
進
め
て
お
り
、
事
業
の

見
直
し
に
つ
な
げ
た
い
。

新
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

（
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
イ
オ
）
の
進
捗
状
況
は

メ
デ
ィ
カ
ル
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
支

援
と
し
て
、
医
療
専
門
家
の
配
置
を
し
た

が
、
こ
の
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

メ
デ
ィ
カ
ル
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
で
は

当
初
、
高
度
な
技
術
に
よ
る
開
発
を
目
指
し

た
が
、
法
の
規
制
な
ど
製
品
の
事
業
化
に
は
課
題

が
多
い
。
そ
の
た
め
現
状
は
、
病
院
と
の
連
携
に

よ
る
製
品
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。
当
地
で
開
発

さ
れ
た
製
品
も
、
す
ぐ
に
同
様
な
製
品
の
開
発
が

さ
れ
る
な
ど
、
産
業
と
し
て
難
し
い
面
が
あ
る

が
、
事
業
者
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

い
っ
た
点
か
ら
は
、
実
施
体
制
な
ど
も
含
め
、
見

直
し
検
討
の
必
要
性
が
あ
る
。

　

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
補
助
率
等
の
嵩
上

げ
措
置
は
、
平
成　

年
度
ま
で
の
時
限
措
置
と

29

な
っ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
国
に
お
い
て
も
延

長
の
決
定
が
な
い
。
道
路
事
業
に
お
け
る
財
政
負

担
の
増
加
は
、
結
果
と
し
て
道
路
整
備
の
遅
滞
に

繋
が
る
な
ど
影
響
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
措
置
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
動
議
が
提

出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
可
決
し
ま
し
た
。

「
道
路
整
備
予
算
の
拡
充
及
び
道
路
整
備
事

業
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続

等
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
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９
月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

２６

委
員
会
で
の
質
疑
等
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

基
本
設
計
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
市
民
説
明
会
を
ど
の
程
度
の

回
数
や
頻
度
で
考
え
て
い
る
の
か
。

回
数
は
未
定
だ
が
、
今
年
度
内
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
行

う
の
が
良
い
か
検
討
を
始
め
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

現
在
、
非
常
に
大
事
な
時
期
に
入
っ
て
き
て

お
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
知
恵
を
出
し
合
っ

て
、
寄
り
添
い
な
が
ら
、
様
々
な
意
見
を
共
有
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
に
は
、
『
夢
の
あ
る
大
き
な
視
点
』

と
『
住
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
う
細
心
の
視
点
』

の
両
方
が
あ
り
、
設
計
す
る
側
の
立
場
が
こ
の
二

つ
の
視
点
を
切
り
離
さ
な
い
で
、
確
認
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

移
転
を
さ
れ
る
方
や
新
し
い
地
域
と
し
て

地
域
づ
く
り
を
担
っ
て
い
た
だ
く
住
民
の

方
々
の
意
見
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、
新
し
い
地

域
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
地
域
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
様
々
な
課
題
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、
し
っ
か

り
と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

駅
周
辺
整
備
基
本
設
計
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
参

加
す
る
企
業
に
地
域
的
な
条
件
は
あ
る
の
か
。

一
般
公
募
型
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
あ
り
、

全
国
の
企
業
が
対
象
で
あ
る
。

駅
周
辺
整
備
基
本
設
計
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

基
本
設
計
は
、
平
成　

年
度
末
を
目
指
し

30

て
案
を
確
定
し
て
い
き
た
い
。

組
合
設
立
の
前
に
準
備
会
を
組
織
す
る
必
要

性
は
何
か
。

用
地
関
係
者
組
合
は
、
大
規
模
な
事
業
に

お
い
て
土
地
評
価
の
公
平
性
・
公
正
性
・

透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
に
設
立
を
す
る
も
の

で
あ
る
。
準
備
会
は
、
そ
の
前
段
で
組
合
設
立

の
た
め
の
準
備
を
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

地
元
へ
の
情
報
不
足
が
不
安
や
ス
ト
レ
ス
の

原
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
情
報
発
信
が
必
要
で
は
。

住
民
の
方
へ
の
説
明
対
応
や
情
報
発
信
に

十
分
に
注
意
し
て
い
き
た
い
。

座
光
寺
地
区
で
の
準
備
会
の
見
通
し
は
。

現
在
、
役
員
の
方
を
中
心
に
準
備
会
設
立

に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
お
り
、
近
く
準

備
会
を
設
立
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

移
転
対
策
の
一
環
と
し
て
、
代
替
地
の
検
討

エ
リ
ア
の
空
き
家
調
査
は
し
て
い
る
の
か
。

現
在
は
農
地
を
中
心
と
す
る
土
地
の
協
議

を
進
め
て
お
り
、
空
き
家
の
調
査
は
し
て

い
な
い
。
今
後
、
移
転
さ
れ
る
方
の
意
向
を
把

握
し
な
が
ら
、
目
を
向
け
て
い
き
た
い
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画
の
現
状
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
次
の
二
項
目
の
説
明
が
あ

り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。

★
主
な
質
疑

高
架
下
の
空
間
利
用
に
つ
い
て
、
地
元
の
裁

量
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
と
ど
の
程
度

詰
め
て
い
る
の
か
。

高
架
下
空
間
は
、
２
千
平
方
メ
ー
ト
ル
程

度
を
利
用
可
能
と
想
定
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
公
益
施
設
や
魅
力
発
信
施
設
を
検
討
し
て

き
た
。

　

Ｊ
Ｒ
と
の
契
約
等
の
調
整
は
こ
れ
か
ら
で
あ

る
。

デ
ザ
イ
ン
会
議
で
は
、
新
し
く
委
員
と
な
っ

た
北
川
原
教
授
が
「
大
地
か
ら
湧
き
上
が
っ

て
く
る
よ
う
な
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
い
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
心
の
中
に
あ
る
も
の
を
生
み
出
し
て
い

き
た
い
」
と
の
話
が
あ
っ
た
が
、
今
後
、
ど
の
よ

う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
議
論
を
積
み
上
げ
て
い
く

の
か
。学

識
者
を
含
む
デ
ザ
イ
ン
会
議
の
協
議
だ

け
で
な
く
、
地
元
・
地
区
・
地
域
、
市
民

説
明
会
や
伊
那
谷
自
治
体
会
議
な
ど
の
広
域
的

な
組
織
か
ら
の
ご
意
見
も
し
っ
か
り
と
踏
ま
え

て
、
議
論
を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
。

①
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
の
基
本
設
計
の
進
め

方
に
つ
い
て
は
、
７
月　

日
に
開
催
さ
れ
た

20

第
１
回
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
デ
ザ
イ
ン
会
議

の
報
告
を
含
め
た
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

②
上
郷
地
域
用
地
関
係
者
組
合
準
備
会
に
つ

い
て
は
、
８
月
８
日
に
行
わ
れ
た
「
第
１
回
上

郷
地
域
用
地
関
係
者
組
合
準
備
会
」
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

竜東ブロック（下久堅、上久堅、龍江、千代）

北部ブロック（座光寺、上郷）

今
回
は
竜
東
、
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
報
告
会
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。
西
部
、
遠
山
、
飯
田
５
地
区
、

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
様
子
は
次
号
で
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失

　

議
会
報
告
会　

多
く
の
皆
様

多
く
の
皆
様
のの
ごご
参
加
と
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

参
加
と
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
たた



平成29．10．27 ⑩いいだ市議会だより　　　行政評価・提言

　本年度は、「いいだ未来デザイン２０２８」の実施初年度に

あたり、現時点での評価ができないことから、２８年度ま

で取り組んだ第５次基本構想後期基本計画から２２施策を

抽出して実績の評価を行いました。その評価結果に基づ

く成果や課題を反映させるため、「いいだ未来デザイン

２０２８」の戦略計画に対し、提言をまとめ、９月２８日に市

長に提言を行いました。

　提言の一部を紹介します。

■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトを御覧ください。

http://www.city.iida.lg.jp/site/assembly/

議会による行政評価・提言議会による行政評価・提言

「いいだ未来デザイン2028 戦略計画」

への提言

第５次基本構想後期基本計画

施策の評価
委員会名

基本目標９　個性を尊重し、多様な価値観を認め合い
　　　　　　ながら、交流する

2-5 共に歩む社会づくりの推進

総
務
委
員
会

・戦略計画に「女性」の文字がない。「誰もが」という言葉ですべ
てを包含するようだが、「女性」の文言を入れられたい。

・あらゆる場面への女性が参画できる・するために「何をす
べきか」について研究を進められたい。

・市民に対して、「共に歩む社会づくり」のための学習の場（慣
習やしきたりの見直しも含めて）の提供に努められたい。

・外国人住民が飯田市内で生活するための知識や常識を習得
し、かつ居住している地域のことを学習しながら地域住民
と交流を進められる場の創出を検討されたい。

・公共施設の多言語表記による外国人対応をさらに進められ
たい。

■この施策全体の議会の評価

　 Ｂ ある程度進んだ 

■施策に対する市の課題認識・
方向性（有効策）は

　概ね正しい

基本目標６　「市民総健康」と「生涯現役」をめざす3-1 心と体の健康づくり

社
会
文
教
委
員
会

・健康診査の結果などのデータベースを活用し、市民への
「見える化」を進めることにより、市民の健康づくりに対
する意識を高めるよう取り組むべきではないか。

・特定健診の受診率向上につなげるため、健康づくりを自治
組織等の地域活動として取り組んではどうか。

・男性が高齢化すると外出機会が減る傾向がある中で、諸活
動への参加を促し、外出機会を増やすよう取り組んではど
うか。

■この施策全体の議会の評価

　 Ｃ あまり進まなかった 

■施策に対する市の課題認識・
方向性（有効策）は

　概ね正しい

基本目標1 　若者が帰ってこられる産業をつくる1-1 支え、育む産業基盤づくり

産
業
建
設
委
員
会

・「Ｉ－Ｐｏｒｔ」はインキュベート機能であると同時に、内
貨循環を高める役割であることを前面に出すべき。 設置が
より広く認識されるとともに、しっかりと活用されるため
の体制づくりを進められたい。

・企業誘致や、起業支援に繋がるよう、空き店舗等も含めた
いわゆる産業用地に関する情報を整理し、発信していく体
制づくりに取り組まれたい。

・若者が帰ってこられる産業をつくることを目標とするなら
ば、「若者の志向する産業（就職口）とは何か」を捉え、地
域産業の実態との乖離等を勘案し、その上で政策的に何を
支え、育むか取り組まれたい。

■この施策全体の議会の評価

　 Ｃ あまり進まなかった 

■施策に対する市の課題認識・
方向性（有効策）は

　概ね正しい

市長への提言の様子

評

価

提

言

評

価

提

言

評

価

提

言



NO. 206⑪ いいだ市議会だより　　　管外視察　政務調査報告

政務調査研究報告会
　政務活動費を活用し、29年５月から９月までに実

施した各会派の調査研究の概要を掲載します。

　９月28日には、政務調査研究報告会を第２委員会

室で行いました。

　■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください。

　　http://www.city.iida.lg.jp/

会派みらい（3人）

会派のぞみ（13人）

■実施日　７月26日（水）～28日（金）

■調査事項等
●救急隊用音声翻訳アプリ「救急ボイストラ」について、

　消防“ホッと”インフォメーションについて、

　防火防災教育について （北海道札幌市）

●インバウンド施策（観光）について （北海道ニセコ町）

●商店街主導の「ガーデンギャラリー」 （北海道恵庭市）

公　明　党（3人）

■実施日　７月25日（火）～27日（木）

■調査事項等

●相模原市道路通報アプリについて （神奈川県相模原市）

●介護ロボットの導入支援について （神奈川県大和市）

●墨田区の中小企業振興について （東京都墨田区）

●ICTの活用について （東京都 内田洋行）

市民パワー（2人）

■実施日　８月３日（木）～５日（土）

■調査事項等

●ファシリティマネジメントについて （岡山県倉敷市）

●百年の森林構想について （岡山県西粟倉村）

●１／０村おこし運動、

　森のようちえんについて （鳥取県智頭町）

日本共産党（2人）

■実施日　７月11日（火）～12日（水）

■調査事項等

●震災復興その後と防災について （福島県南相馬市）

●全国初となる大型木造耐火の文化ホール

　「南陽市文化会館」について （山形県南陽市）

■実施日　８月21日（月）～23日（水）

■調査事項等

●「花巻朝ごはんPJ」について （岩手県花巻南温泉峡）

●域学連携事業「あじがく」について （青森県鰺ヶ沢町）

●どさんこミュゼの体験観光プログラムの開発・集客

　及びブランド化について （北海道どさんこミュゼ㈱）

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ででででででででででででででででででででで管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察ををををををををををををををををををををを行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししし常任委員会で管外視察を行いまし たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

小松市での視察（産業建設）

福島市での視察（総務）

周南市での視察（社会文教）

◆総務委員会　6月27日（火）～29日（木）

調査項目

①再生可能エネルギーの取り組みについて （福島県福島市）

②移住定住環境整備事業について （岩手県一関市）

③東日本大震災における後方支援について （岩手県遠野市）

◆社会文教委員会　７月４日（火）～６日（木）

調査項目

①周南市もやいネットセンター推進事業について （山口県周南市）

②国保医療費適正化に向けた取り組みについて （広島県呉市）

③減塩生活による健康増進、健康寿命延伸への取り組みについて （広島県呉市）

④子育て応援施策11のカギについて （兵庫県相生市）

⑤学校教育の情報化推進事業（ＩＣＴ教育の推進）について （兵庫県姫路市）

◆産業建設委員会　７月11日（火）～12日（水）

調査項目

①こまつ・アグリウェイプロジェクトの取り組みについて （石川県小松市）

②金沢クラフト・ツーリズムの取り組みについて

　金沢市の観光の現状について （石川県金沢市）

③クリエイタープラザ桜クリエの取り組みについて （富山県南砺市）
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タタ
イイ
ムム
カカ
ププ
セセ
ルル
開開
封封

～

年
の
時
を
超
え
て

～　

年
の
時
を
超
え
て
～～

３０３０

　

市
制
施
行　

周
年
を
記
念
し
て
、
昭

50

和　

年　

月
に
埋
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
カ

62

10

プ
セ
ル
が
開
封
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
宛

の
封
筒
の
中
に
は
、
当
時
の
平
沢
與
一

議
長
か
ら
の
手
紙
や
活
動
記
録
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

⑫～飯田市は平成19年第１回定例会で環境文化都市宣言をしました～

議会の動き（予定）

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
を
傍
聴
さ

２９

れ
た
方
の
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
議
場
の
席
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■議会への請願・陳情の締め切りは

　11月22日(水)午後5時です。

　議会事務局へご提出ください。

■第4回(12月)定例会は11月28日(火)開会です。

広報広聴委員会
　委員長　新井　信一郎　　副委員長　古川　仁

　委　員　岡田　倫英　　塚平　一成　　小林　真一

　　　　　熊谷　泰人　　木下　容子　　原　和世

第3回定例会では前年度の決算審査を行い、審査の上認

定しました。また市の施策について市議会として行政評

価を行い、市長への提言を行いました。10月には市内6会

場で議会報告会を開催し、多くの皆様にご参加をいただき

幾多のご意見を頂戴しました。この場を借りてお礼申し

上げます。いただいたご意見を今後各委員会で協議し、政

策提言に繋げ、これからも市民の声が反映される議会づく

りに取り組んでまいります。皆様からも是非、忌憚（きた

ん）のないご意見をお寄せください。

議会中継を
しています

本会議の模様は飯田ケーブルテレビデジタル714chで中継しているほか、一般質問の模様をイン
ターネットによるオンライン動画配信サービスで中継しています。ぜひご覧ください。
http://www.city.iida.lg.jp/

議員の人となりなどを議員自らが紹介します。（議席順に掲載）議 員 紹 介議 員 紹 介議 員 紹 介

～文化による地域貢献の可能性～
　

　 塚  平 　 一  成  
つか だいら かず なり

　表現活動が好きで東京横浜で働いて

いた頃は演劇活動に励み、人形劇団の

お手伝いもしました。歌もボーカルス

クールに通った時期もあり、あるシン

ガーソングライターの方より「一緒に組んで活動しない

か」とお声をいただいた事もありました。一昨年Ｕター

ンして介護現場の当事者として地域福祉に携わっていま

すが、介護に深く関わるきっかけも歌や演劇でした。福

祉関係の方から「是非介護施設等で歌って」と言われ、

歌のボランティアや介護問題啓発の一人芝居を作り演ず

る等の活動の中で関わりを深めました。文化活動は人の

繋がりを深め、生きがいをもたらします。飯田の文化要

素を活かした地域貢献の可能性を引き出したく思いま

す。私は今年もいいだ人形劇フェスタに続き11月の伊

那谷文化芸術祭にも出演予定です。

　これからも地域での文化芸術活動を通じて飯田を盛り

上げていきたいと思います。

～犬と共に子供たちの成長を願う～
　

 竹  村 　 圭  史  
たけ むら けい し

「犬をどうしても飼いたい！」という

子供たちの強い希望に押され、犬を飼

うことに対する心構え（決意）をしっ

かりと確認し、６月10日に妻の実家近

くで生まれた生後約２か月の柴犬（メス）が我が家の新

しい住人（？）として仲間入りしました。

今現在、子供たちは「犬を飼えた」ことと「かわいい」

ということで満足している感じがします。しかし、犬を

飼うということは単に「かわいい」だけでなく、自分た

ちの都合に関係なく食事や排せつ等の世話をすることの

大変さや、人間よりも寿命が短いゆえに 否応 なしに突き
いやおう

付けられる「死」という現実を受け入れる心の醸成等々、

犬を通じてこれから大人になっていく子供たちが将来必

要となるであろう学びや身につけることがたくさんある

のではないかと思います。

これからいろいろなことが起きることと思いますが、

子供たちも柴犬と一緒に大きく成長していってもらいた

いと願うところです。


